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さ
く
ら
重
修

ラ

第
八
回
を
迎
え
た
桜
の
里
夏
祭
り
、
当
日
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
様
の
ご
協
力
も
頂
き
職
員
も

一
緒
に
、
焼

き
そ
ば
、
焼
き
鳥
、
焼
き
と
う
も
ろ
こ
し
を
焼
き
始
め

準
備
を
行
い
ま
し
た
。

ス
タ
ッ
フ
の
司
会
進
行
に
よ
り
い
よ
い
よ
祭
り
は
幕

を
開
け
、
那
須
水
上
村
住
民
福
祉
課
長
様
の
ご
挨
拶
な

ど
の
後
、
職
員
に
よ
る

「桜
レ
ン
ジ
ャ
ー
シ
ョ
ー
」、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「さ
く
ら
組
と
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
娘
」
の

ダ
ン
ス
、
豪
華
な
景
品
の
抽
選
会
、
最
後
に
は
参
加
さ

れ
た
利
用
者
、
ご
家
族
の
皆
様
、
地
域
住
民
の
皆
様
と

職
員
に
よ
る

「桜
音
頭
」
の
総
踊

り
で
盛
会
の
う
ち
に
夏
祭
り
が
終

わ
り
ま
し
た
。

夏
の
終
わ
り
の
地
域
の
風
物
詩

と
し
て
、
来
年
も
多
く
の
お
客
様

を
お
迎
え
し
て
祭
り
が
お
こ
な
わ

れ
る
こ
と
を
職
員

一
同
願
っ
て
お

り
ま
す
。

ダ
多

ご

信

頼

私
た
ち
は
利
用
者
の
方
、

ご
家
族
の
皆
様
に

信
頼
さ
れ
る

安
全
で
質
の
高
い
介
護
を

提
供
い
た
し
ま
す
。

尊

重

利
用
者
の
皆
様
の
人
格
を

尊
重
し
、
常
に
相
手
の

立
場
に
立

っ
て
快
適
な

生
活
が
過
ご
さ
れ
る
よ
う

努
力
し
ま
す
。

真

ミ

家
庭
的
で
明
る
い

た
の
こ
も
っ
た

環
境
づ
く
り
に

努
力
し
ま
す
。

特別養護老人ホーム

桜 の 里

〒8680701
Fl磨 部水上 ll大字岩野26581

電壼話 0966-44-0770

脅
~

:
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“

九
月
十
七
日
は
敬
老
の
日
、

桜
の
里
で
は
、
最
高
齢
百
三

歳
の
松
崎
ミ
チ
様

（シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
利
用
）、
百
三
歳

の
尾
前
光
次
郎
様

（
ユ
ニ
ッ

ト
入
所
者
）、
そ
し
て
め
で

た
く
白
寿

（九
十
九
歳
）
を

迎
え
ら
れ
た
山
北
幸
様
を
筆

頭
に
、
卒
寿
か
ら
喜
寿
ま
で

ご
利
用
者
全
員
の
お
祝
い
で

あ
る
、
敬
老
会
を
開
催
し
ま

　

´

し
た
。
皆
様
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

緩妹蛯型」“「数嘲馴罐画障∵．

松
寿
軋
人
狡
饉

晴
天
の
秋
の
日
、
松
寿
老
人

ク
ラ
ブ
様
に
は
早
朝
よ
り
、
施

設
周
囲
の
草
払
い
作
業
を
し
て

頂
き
ま
し
た
。

き
れ
い
に
し
て
頂
い
た
斜
面

に
は
お
彼
岸
過
ぎ
か
ら
彼
岸
花

が
み
ご
と
に
咲
き
誇
り
、
桜
の

里
の
ご
利
用
者
の
み
な
ら
ず
、

道
行
く
人
が
皆
、
美
し
い
彼
岸

花
を
楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

松
寿
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
様
、

毎
年
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

＼
′

/

冬
鞣

・
胚
燿
Ｌ
Ａ
浚
炸

早
朝
よ
り
、
施
設
内
外
の
清

掃
を
行

っ
て
頂
き
ま
し
た
。

清
掃
終
了
後
は
、
桜
の
里
利

用
者
様
方
と
の
ふ
れ
あ
い
活
動

を
さ
れ
ま
し
た
。

覚
井

・
高
瀬
老
人
会
の
皆
様

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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欲颯鼈憮嘔膵毀顆饒§鶉饒絣り
「

≫獨陽鰈
‐■ ||.| ‐|  | ‐|●   (平 成24年8月 7日、8日 )

夏体みを利用した、水上中学校ワークキャンプ (体験学習)

が 8月 7日から2日 間にわたり行われました。施設内外の

清掃や車椅子、歩行器の清掃を行つたり、介護の体験などを

学習されました。この貴重な体験で中学生の皆さんは、介護

への関心と、高齢者へのいたわりの心を養つて頂けたことと

思います。これからも地域ぐるみでのお付き合いを桜の里職

員一同、願つております。

(平成24年 8月 1日 )

今年も夏のお待ちかね、上杉芳野様

率いる「芳野とゆかいな仲間達」の

楽しい歌や踊り、腹話術で利用者の

皆様は大喜びでした。最後は、桜の

里職員も弟子入りしての山本リンダ

ショーにこれまた大笑いが起きてい

ました。また、来年の夏もよろしく

お願いいたします。

7月 26日、8月 2¬ 日と、毎月の音楽慰

問は桜の里利用者の大きな楽しみでもあり

ます。糸田先生の音懐かしいお話は、職員

にとつて教えて頂くことが多く、感謝して

おります。先生ご夫妻もお体を大切にされ、

今後ともよろしくお願いします。

ツ
ル

」
Ｆ

ヨ
「
‥

一７
′

曇
一驚
づ・轟

．
秋の晴天の日には、ご利用者様と

職員は一緒に外で食事をします。

さわやかな秋空の下での食事は本

当においしいものです。

あさぎり町にある内山観音までお参

りに行つてきました。

今年も、川内地区老人会

(松寿老人クラブ)によ

り除草された、桜の里東

斜面一杯に彼岸花が咲き

ました。秋の彼岸過ぎか

らご利用者様と職員が散

歩したり、地域の皆様が

花見をしたりこの区域で

は一番の彼岸花の名所の

ようになりました。
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そ
う
め
ん
流
し

桜
の
里
の
風
物
詩
、
そ
う
め
ん

流
し
が
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

職
員
は
早
朝
か
ら
、
上
楠
の
永

井
様
の
ご
協
力
を
得
て
竹
の
準
備

や
会
場
作
り
、
そ
う
め
ん
作
り
と

頑
張
り
ま
し
た
。
そ
の
甲
斐
あ
っ

て
、
ご
利
用
者
皆
様
は
大
変
喜
ば

れ
て
そ
う
め
ん
流
し
を
楽
し
ま
れ

ま
し
た
。
涼
し
げ
な
夏
の
ひ
と
時

で
し
た
。

球
磨
郡
介
護
福
祉
施
設

平
成
２４
年
７
月
１７
日

　

．

パ
チ
ン
コ
大
会

平
成
２４
年
９
月
１２
日

毎
年
恒
例
の
球
磨
部
内
介
護
福
祉
施
設
バ
チ
ン
コ
大
会

が
、
銀
馬
車

バ
レ
ス
あ
さ
ぎ
り
店
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し

とに
、桜

の
里
か
ら
も
選
び
抜
か
れ
た
精
鋭
が
参
加
さ
れ
、
昔

取

っ
た
杵
柄
を
い
か
ん
な
く
発
揮
さ
れ
、
用
意
さ
れ
た
景

品
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
い
て
帰

っ
て
来
ら
れ
ま
し
た
ｃ

付
き
添

っ
た
職
員
も
利
用
者
様
方
と
の
楽
し
い
ひ
と
時

を
送
る
こ
と
が
で
き
、
満
足
な
表
情
で
写
真
に
収
ま
り
ま

し
た
。

t岩
::「

:翠

学

:彗
ム

姜
轟  轟

九
月
最
後
の
日
曜
日
、
岩
野
小

一学
校
大
運
動
会
に
桜
の
里
の
利
用

の
皆
様
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

滲

ま

し

た

。

こ
の
日
は
台
風
１７
号
の
接
近
で

候
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
運

会
に
合
わ
せ
る
か
の
よ
う
に
台

も
そ
れ

て
く
れ

て
か
え

っ
て

涼
し
い
気
候
の
中
で
の
運
動
会
と

な
り
ま
し
た
の
子
供
た
ち
の
元
気

を

一
杯
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
地
域

の
行
事
に
は

積
極
的
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

脚一一⑪レ州い物脚詢̈
鰤敵はだ制
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鮮 勝 ポ 翻
(平成24年9月 28日 )

平成 24年度 2回 目の消防訓練が 9月 28日に

上球磨消防署の立ち会いのもと行われました。

前回の訓練以降入つた新人職員も先輩職員の動

きを見たり、上球磨消防署職員の皆様にご指導

を仰いだりして、発見・通報 。初期消火・避難

誘導訓練を実際の火災さながらの真剣さを持つ

て行動していました。秋にしては日差しが強く

汗ばむ程の天気の中、上球磨消防署職員の皆様、

:ド :きドξヽヾミー炒孟Я欠:

撻認知症患者の約半分を占め、ゆつくりと進行
します。

ヽ初めは、最近の出来事を思い出せない。新し
いことが学習できない。が現れ、進行に伴い

数分前の出来事もまつたく思い出せなくなり
ます。また、場所や人物を認識できなくなつ

たり、初期では、「物を盗られた」などの被
害的な妄想が出てきます。

さ認知症になる危険因子は、力0齢、遺伝、糖尿
病や過度のストレス (大切な人の病気や死、
独りでくよくよ考えこむ→「うつ」等)と考
えられます。

゛病気の進行により脳委縮が進み、次第に身体
機能も衰えてきます。

:主.lξI.…ホ不贔躙ヾ蓬:

゛二番目に多い認知症で、若い方
にも多く、症状が多様で変動し

やすい特徴があります。アルツ
ハイマー型に比べて記憶障害
は比較的軽く、70～ 80%に
「幻視 (見えていないものが見
える)」 がみられます。パーキ
ンソン病と同じような運動障害

(動作が鈍い、小刻みに歩くな
ど)が見られ、アルツハイマー

症より 10倍早く寝たきりにな
ると、言われています。
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特別養護老人ホニム桜の里西町ユニット
特別養護老人ホーム桜の里は 3つのユニット (1ユニットが 10人単位での少人数入

所棟)から成り立っていますが、今回、「西町Jユニットを紹介します。

西町は、男女合わせて 7名の職員で利用者様に、よ
り良い環境への配慮をしたり、身の回りのお世話をさ
せていただいています。

季節の行事へ参加されたり、利用者様同士で誕生日
を祝つたりされて楽しまれています。そんな利用者様
の優 しい笑顔にいつも私たち職員は元気をもらってい
ます。
等施設の理念である、信頼・尊重・真心を念頭に利

用者様の心に寄り添うケアを目指して、一人ひとりの
ペースに合わせた生活を送つていただけるよう日々努
力しています。
今後も利用者様はもちろん、職員ともに穏やかな笑

スタッフ紹介

L籍 得.守霧
写真前列左から、右田訓子、豊永清香、岩崎誠也

平
成
二
十
四
年
六
月
以
降
に
桜
の
里
ス
タ
ッ
フ
の
仲
間
入
り
を
し

た
職
員
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。
な
お
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
は
、
①
桜
の
里
で
の
所
属
部
署
　
②
出
身

地

（現
住
所
）
③
年
齢
、
家
族
な
ど
　
④
趣
味
、
特
技
な
ど
　
⑤
抱

負
　
で
す
。

み
や
は
ら

み
　
さ

宮
原
美
佐

―
Ｉ

Ｔ
Ｉ

①
短
期
入
所

②
人
吉
市

（人
吉
市
）

③
２３
歳
、
独
身

④

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

（県
体
に
出
ま
し
た
。
）

⑤
利
用
者
様
の
こ
と
を
第

一
に
考
え
、
利
用
者
様
に
好
か
れ
る
職
員
に
な
り
た

り

ゆ

つヽ

劉

②
中
国

（水
上
村
）

③
既
婚

④
体
を
動
か
す
こ
と
。

⑤
早
く
仕
事
を
覚
え
て
頑
張
り
ま
す
。

木き
野の
謝
治じ
購

①
特
養

（南
町
）

②
上
村

（あ
さ
ぎ
り
町
）

③
２５
歳
、
既
婚

（子
供
２
人
）

④
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

⑤
介
護
の
仕
事
は
初
め
て
で
す
が
、

て
働
き
ま
す
。

利
用
者
の
皆
様
に
感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ

品だ

平成 24年 10月～平成 25年 1月の行事予定

月 ボランテイア 特別養護老人ホーム桜の里 デイサービス桜の里 グループホーム桜の里

10月
歌すきボランティア
糸田先生ご夫妻の音楽会

彼岸花花見 ドライブ

さつま芋堀リ
彼岸花花見 ドライブ
さつま芋堀リ

彼岸花花見 ドライブ
さつま芋堀り

消防∃練

11月
ひまわりの会 (歌、踊り)

麦の会
みかん狩り (岩野小学校) み/DNん狩り (岩野小学校) みかん狩り (岩野小学校)

12月 桜月流花扇会 (舞踊)

麦の会

クリスマス会

年越会 (すき焼き)

クリスマス会

年越会 (すき焼き)

クリスマス会

年越会 (すき焼き)

1月
ジ∃イフル野菊 (歌、他)

麦の会
新年会 。初詣
消防ヨ|1練

新年会 。初詣
消防副1練

新年会
初詣

◎ご家族様ヘ


